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第1巻 第1号（1998年11月） 
・「社会言語科学」の創刊にあたって･････････････････････････････････････････････････････････････････徳川宗賢 

On the Inaugural Volume of “The Japanese Journal of Language in Society” Munemasa TOKUGAWA（p1-2） 
・世界からのメッセージ  

Messages from Around the World････････････････････William BRIGHT，Nikolas COUPLAND & Allan BELL，
Joshua A. FISHMAN，Andrew GONZALEZ，Dell HYMES，Duk Ho LEE（p3-10） 

 
■研究論文（Research Papers） 
・A Survey on Perception of “Bilinguals”：What the Results Imply ･･････････････････････Masayo YAMAMOTO 

『バイリンガル』に対する意識調査：その結果が意味するところ･････････････････････････････山本雅代（p11-18） 
・マイナス待遇行動の表現スタイル‐規制される言語行動をめぐって‐･･････････････････････････････････西尾純二 

Styles of Utterance in Language Behavior Using Minus Treatment Expressions‐On Language Behavior with  
Restrictions‐･･･････････････････････････････････････････････････････････････････Junji NISHIO（p19-28） 

 
■展望論文（Research Overview） 
・Sociolinguistic Commonality in the Loss of Languages･･････････････････････････････Margaret Jean SIMMONS 

社会言語学から見た言語消滅の共通点･････････････････････････････････････マーガレット シモンズ（p29-37） 
 
■誌上ディスカッション（Discussion） 
・「新しい学際的学会の誕生に際して」･･････････････････････････････････････････････････柴田武・渋谷勝己・岡隆 

On the Occasion of the Birth of a New Interdisciplinary Association･･･Takeshi SIBATA・Katsumi SHIBUYA・ 
Takashi OKA（p38-43） 

 
■書評（Book Reviews）  
・社会言語学の歴史を観る････････････････････････････････････････････････････････････････････ジョン マーハ 

The History of Sociolinguistics （Paulston & Tucker （Eds．） “The Early Days of Sociolinguistics： Memories  
and Reflections”）･････････････････････････････････････････････････････････････John C．MAHER（p44-50） 

・日本語としての談話研究の確立（佐久間まゆみ・杉戸清樹・半澤幹一（編）文章・談話のしくみ）･･･････････無藤隆 
Establishing Japanese Research on Discourse（Mayumi Sakuma，Seiju Sugito，Kan-ichi Hanzawa（Eds．）
“The Organization of Sentential and Conversational Discourse”）･･･････････････Takashi MUTO（p.51-56） 

・「招待状」を読む（橋元良明（編著）コミュニケーション学への招待）････････････････････････････････田中ゆかり 
On Reading an “Invitation”（Yoshiaki Hashimoto（Ed．）“Introduction to the Study of Communication”） 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Yukari TANAKA（p57-59） 
 
第1巻 第2号（1999年3月） 
■巻頭言（Prefatory Note）･･････････････････････････････････････････････････････････････････････永瀬治郎（p1） 
 
■研究論文（Research Papers ） 
・日本文化キー・ワード概念にからむ語用論･････････････････････････････････････････････････････････････高橋潔 

Pragmatics around the Key Word Concepts of Japanese Culture･･･････････････Kiyoshi TAKAHASHI（p2-12） 
・幼児の「聞き返し」‐縦断的事例研究‐･････････････････････････････････････白井純子・白井英俊・浜崎なおみ・

菊池隆典・木畑典子・古田嘉照・渡邊欣一 
The Role of Conversational Repair in Language Acquisition：A Longitudinal Case Study 

･･････････････････････････Junko SHIRAI，Hidetoshi SHIRAI，Naomi HAMASAKI，Ryusuke KIKUCHI，
Noriko KIBATA，Yoshiteru FURUTA，Kin-ichi WATANABE（p13-22） 

 
■誌上ディスカッション（Discussion） 
・日本の方言学･･････････････････････････････････････････徳川宗賢・J．V．NEUSTUPNY・田中ゆかり・土岐哲 
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Dialectology in Japan･････････････････････････････････････Munemasa TOKUGAWA・J．V．NEUSTUPNY・
Yukari TANAKA・Satoshi TOKI（p23-31） 

 
■書評（Book Reviews）  
・「宝庫」の扉を開けてみよう（東照二（著）社会言語学入門）･････････････････････････････････････････真田信治 

Opening the Door to a Treasure House（Shoji Azuma“Introduction to Sociolinguistics：Approaching the 
Fascination of Living Language”）･･･････････････････････････････････････････････Shinji SANADA（p32-34） 

・事例研究：日系カナダ人（二世）による日英語間コードスイッチングのしくみを解明する･････････････････岩田祐子 
A Case Study：Why and how Japanese Canadians （Niseis）code-switch between English and Japanese? 
（Miwa Nishimura“Japanese／English Code-switching：Syntax and Pragmatics”）･････Yuko IWATA（p35-37） 

・日常生活の中の「コミュニケーション」（深田博己（著）インターパーソナルコミュニケーション）････････橋元良明 
Communication in Everyday Life（Hiromi Fukada“Interpersonal Communication：Psychology of Interpersonal 
Communication”）･･････････････････････････････････････････････････････Yoshiaki HASHIMOTO（p38-40） 

 
■翻訳（Translation）  
・日本の社会言語学の動向と柴田武博士･････････････････････････････････････････････井上史雄・ダニエル ロング 

Dr. Takesi Sibata and the Principal Trends in Japanese Sociolinguistics 
･････････････････････････････････････････････････････････････Fumio INOUE，Daniel LONG（p41-47） 

 
■報告（Reports）  
・第3回研究大会シンポジウム「言語データの新たな可能性：コーパスを作る・コーパスを使う」･･････････橋田浩一 

Symposium in the 3rd Congress ‘New Possibilities of Linguistic Data：Building and Using Corpora’  
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Koiti HASIDA（p48-52） 

・社会言語科学会ワークショップ開催記録･･････････････････････････････････････････････････････････事業委員会 
Report on the JASS workshop･･････････････････････････････････････････････Planning Committee（p53-55） 

 
第2巻 第1号（1999年9月） 
特集：日本の言語問題 Special Issue：Language Problems of Japan  
 
・日本の言語問題‐巻頭言にかえて‐････････････････････････････････････････････････････J．V．ネウストプニー 

Introduction：Language Problems of Japan･･････････････････････････････････････J．V．NEUSTUPNY（p1-4） 
 
■研究論文（Research Papers） 
・国語審議会における国語の管理････････････････････････････････････････････････････････････････････渋谷勝己 

Language Management within the Japanese Language Council･････････････････Katsumi SHIBUYA（p5-14） 
・子どもの言語問題‐国語嫌いについて‐･････････････････････････････････････････････････････････････島村直己 

Children's Language Problems：Dislike of the Subject“Japanese Language”･･･Naomi SHIMAMURA（p15-24） 
・Fufu Bessei：Marriage and Change-Name Policy in Japan･･････････････････････････John Christopher MAHER 

夫婦別姓：日本における結婚と姓名変更の政策について･･･････････････････････････ジョン C．マーハ（p25-36） 
・非母語話者同士の日本語会話における言語問題･････････････････････････････････････････････サウクエン・ファン 

Language Problems in Japanese Conversations between Non-native Speakers･･･････Sau Kuen FAN（p37-48） 
・日本の外国人問題と自主言語管理････････････････････････････････････････････････････････････････････田中望 

The Foreigner Problem in Japan and Language Self-Management････････････････Nozomi TANAKA（p49-58） 
・エスノメソドロジーから見た「言語問題」･･･････････････････････････････････････････････････････････山田富秋 
“Language Problems”Reformulated in Terms of Ethnomethodology･･･････････････Tomiaki YAMADA（p59-69） 
 

■展望論文（Research Overviews） 
・日本の言語障害治療の現状について･･････････････････････････････････････････････････････････････････氏平明 
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The Current State of Speech Therapy in Japan･･･････････････････････････････････Akira UJIHIRA（p70-81） 
・言語政策史研究･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････宮島達夫 

On the History of Language Policy････････････････････････････････････････････Tatsuo MIYAJIMA（p82-88） 
 
■対談（Interview）  
・ウェルフェア・リングイスティクスの出発････････････････････････････徳川宗賢（対談者：J．V．ネウストプニー） 

The Inauguration of Welfare Linguistics･･･････････････････････････････Munemasa TOKUGAWA
（Interviewer：J．V．NEUSTUPNY）（p89-100） 

 
■誌上ディスカッション（Discussion） 
・日本語教育と言語政策･････････････････････････････････････水谷修・山田泉・西原鈴子・シュテファン カイザー 

Japanese Language Education and Language Policy･･･････････････････Osamu MIZUTANI，Izumi YAMADA， 
Suzuko NISHIHARA，Stefan KAISER（p101-106） 

■書評（Book Review） 
・言語計画とは何か ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････上村圭介 

What is Language Planning（Kaplan & Baldauf“Language Planning：from Practice to Theory”）   
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････Keisuke KAMIMURA（p107-111） 

 
第2巻 第2号（2000年3月） 
特集：徳川宗賢会長追悼 Special Issue：President Munemasa Tokugawa‐In Memoriam  
 
■徳川先生を偲んで‐巻頭言の代わりに‐････････････････････････････････････････････････････････････永瀬治郎 

In Remembrance of Professor Tokugawa：In Lieu of an Introduction･･････････････････････Jiro NAGASE（p1） 
 
■展望論文（Research Overview） 
・徳川学の流れ‐方言学から社会言語学へ‐･･････････････････････････････････････････････････････････渋谷勝己 

Munemasa Tokugawa：A Pioneer in the Transition from Dialectology to Sociolinguistics  
････････････････････････････････････････････････････････････････････････Katsumi SHIBUYA（p2-10） 

 
■誌上ディスカッション（Discussion） 
・理工系とのトランス・ディシプリンの道‐故徳川宗賢会長と社会言語科学‐･････････井出祥子・橋田浩一・片桐恭弘・

橋元良明・波多野誼余夫 
Toward the Integrated Science of Communication - The Late Munemasa Tokugawa and Sociolinguistic 
Sciences - 

････Sachiko IDE，Koiti HASIDA，Yasuhiro KATAGIRI，Yoshiaki HASHIMOTO，Giyoo HATANO（p11-24） 
 
■書評（Book Reviews）  
・方言地理学‐徳川氏の特色と残された課題‐（徳川宗賢（著）方言地理学の展開）････････････････････････小林隆 

Dialect Geography：Tokugawa’s Unique Contribution and Unsolved Problems（Munemasa Tokugawa
“Development of Dialect Geography”）･････････････････････････････････････Takashi KOBAYASHI（p25-29） 

・社会言語科学研究における人間不在への警鐘（徳川宗賢（著）日本語研究と教育の道）･･････････････････････岡隆

Warnings against the Nonexistence of the Human Spirit in Sociolinguistic Studies（Munemasa Tokugawa
“Research and Education in the Japanese Language”）･････････････････････････････Takashi OKA（p30-32） 

 
■研究論文（Research Papers） 
・Analysis of Intercultural Interaction Management within a Party Situation･････････････Lisa C．FAIRBROTHER 

パーティー場面における異文化間インターアクション管理の分析････････････････リサ・フェアブラザー（p33-42） 
・親族名称に見られる関係表示‐日本語と中国語の比較から‐････････････････････････････････････････････薛 鳴 
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Preliminary Remarks on the Relationships seen in Kinship Terminology：A Comparison of the Japanese and 
Chinese Languages･････････････････････････････････････････････････････････････････Ming XUE（p43-57） 

 
■復刻（Reprint） 
・Origin and Nature of the Subjective Boundaries of Dialects･･･････････････････････････Willem A．GROOTAERS 

主観的方言境界の起源と性質･･････････････････････････････････････････････････W．A．グロータース（p58-77） 
 
■書評（Book Review） 
・バイリンガル教育者の努力と成果の記録（山本雅代（編）バイリンガルの世界）･････････････････････････三宅和子 

Accounts of Efforts and Achievements in Japanese Bilingual Education（Masayo Yamamoto（Ed．）“The World 
of the Bilingual”）･････････････････････････････････････････････････････････････Kazuko MIYAKE（p78-82） 

 
■報告（Reports） 
・社会言語科学会 夏のワークショップ’99 開催記録･･････････････････････････････････････････････事業委員会 

Report on the JASS workshop････････････････････････････････････････････････Project Committee（p83-85） 
・第4回研究大会 シンポジウム「言語獲得をめぐって：子どもからロボットまで」･･････････････････････白井英俊

Symposium in the 4th Congress ‘Language Acquisition：From Children to Robots’ Hidetosi SIRAI（p86-90） 
 
第3巻 第1号（2000年12月） 
特集：日本語と言語接触 Special Issue：Japanese Language and Language Contact   
 
■Introduction：Contact between Japanese and other Languages･････････････････････････････････Daniel LONG 
  日本語と言語接触････････････････････････････････････････････････････････････････ダニエル・ロング（p1-3） 
 
■研究論文（Research Papers） 
・ブラジル日系一世の日本語におけるポルトガル語借用‐その形態と運用‐････････････････････････････････久山恵 

Lexical Borrowing from Portuguese by Japanese Immigrants in Brazil‐An Analysis of Its Form and Function
‐ ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Megumi KUYAMA（p4-16） 

・英語からの語彙借用‐日系カナダ人一世の事例研究‐･･････････････････････････････････････････････日比谷潤子 
Lexical Borrowing from English：A Case Study of First Generation Japanese-Canadians 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Junko HIBIYA（p17-23） 
 
■翻訳（Translation）  
・太平洋における日本語･････････････････････････････････････････････････････････････････････････朝日祥之（訳）

Japanese Language in the Pacific････････････････････････Peter MÜHLHÄUSLER & Rachel TREW（p24-38） 
 
■書評（Book Review） 
・総聯系コリアンの言語とアイデンティティー（Sonia Ryang “North Koreans In Japan - Language，Ideology，and 

Identity”）･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････申昌洙 
  Language and Identity of Chongryun Koreans in Japan････････････････････････････Changsu SHIN（p39-42） 
 
■ショートノート（Short Note） 
・古代日本における言語接触‐文献に見る日本人と諸外国人のコミュニケーション ･･･････････････････････保坂秀子 

Language Contact in Japan -Communication between Japanese and Foreigners in Early Texts -  
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Hideko HOSAKA（p43-50） 

 
■研究論文（Research Paper） 
・日本の戦争責任を謝罪することば･･･････････････････････････････････････････････････････････････････遠藤織枝 
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The Language Used to Apologize for Japan’s War Responsibility･･･････････････････････Orie ENDO（p51-64） 
 
■展望論文（Research Overview） 
・韓国の社会言語学の動向････････････････････････････････････････････････････････････････････････････任栄哲 

The Trend of Sociolinguistic Studies in Korea･･･････････････････････････････････Young-Cheol YIM（p65-76） 
 
■報告（Reports） 
・社会言語科学会 講習会 2000春 開催記録･････････････････････････････････････････････････････事業委員会 

Report on the JASS Spring School 2000･･････････････････････････････････････････Project Committee（p77） 
・第1期編集委員会の編集の過程････････････････････････････････････････････････････････････学会誌編集委員会 

Report on the Process of Editorial Committee･･･････････････････････････････････Editorial Committee（p78） 
   
第3巻 第2号（2001号3月） 
■巻頭言（Prefatory Note）  
・文化の時代と言語・コミュニケーション研究･････････････････････････････････････････････････････････井出祥子 

Language and Communication in Cultural Contexts････････････････････････････････････Sachiko IDE（p1-3）  
 
■研究論文（Research Papers ） 
・名古屋方言の使用が話し手の印象に及ぼす影響‐Matched-guise techniqueを用いて‐････････････････岡本真一郎 

Effects of the Nagoya Dialect on the Impressions of Speakers：Using the Matched-guise Technique 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････Shinichiro OKAMOTO（p4-16） 

・接続助詞ケドによる言いさし表現の談話展開機能････････････････････････････････････････････････････永田良太 
Discourse Functions of Sentences ending with Kedo･･･････････････････････････････Ryota NAGATA（p17-26） 

・A Geolinguistic Study on the Greeting Expressions and Behavior in Japan･･････････････････････Yoshio EBATA 
日本のあいさつ表現とあいさつ行動の地理言語学的研究･･･････････････････････････････････江端義夫（p27-38） 

・大学院のゼミ談話で見られる日本語母語話者の「対話」と「共話」の使い分け･････････････････････････嶺川由季 
Taiwa and Kyowa of Japanese Native Speakers in a Graduate School Seminar････Yuki MINEKAWA（p39-51） 

・愛媛県東宇和郡西部におけるアクセントの世代差について････････････････････････････････････････････清水誠治 
Concerning the Generation Gap in the Spoken Inflections of People in East-Uwa，the Western Area of Ehime 
Prefecture．･･･････････････････････････････････････････････････････････････Masaharu SHIMIZU（p52-62） 

   
■展望論文（Research Overview） 
・中国の社会言語学とその関連領域･･････････････････････････････････････････････････････････････････彭 国躍 

Sociolinguistics in China･････････････････････････････････････････････････････････Guoyue PENG（p63-76） 
 
■書評（Book Reviews）  
・社会言語学と国語位相論の連携をめざして（田中章夫（著）日本語の位相と位相差）････････････････････渋谷勝己

Toward an Integrated Theory of Japanese Register Variation（Akio Tanaka“Japanese Registers and Register 
Variation”）････････････････････････････････････････････････････････････････Katsumi SHIBUYA（p77-83） 

・コミュニケーション科学への「最初の一歩」（深田博巳（編）コミュニケーション心理学‐心理学的コミュニケーショ

ン論への招待）･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････橋元良明 
First Step Towards a Science of Communication（Hiromi Fukada（ed．）“Psychology of Communication：
Invitation to Psychological Communication Theory”）･･････････････････････Yoshiaki HASHIMOTO（p84-86） 

・実験社会心理学への誘い（岡本真一郎（著）ことばと社会心理学 第二版）･･････････････････････････日比谷潤子

Invitation to Experimental Social Psychology（Shinichiro Okamoto“Social Psychology of Language” 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Junko HIBIYA（p87-89） 

■報告（Reports） 
・第5回研究大会シンポジウム「発達する子どもの心と会話」･･････････････････････････････････････････西澤弘行 
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Symposium in the 5th Congress‘Children’s conversation and their developing mind’ 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Hiroyuki NISISAWA（p90-95） 

・第6回研究大会シンポジウム「滞日ニューカマーの言語習得と日本語学習」････････････････････････････西原鈴子

   
Symposium in the 6th Congress ‘Japanese Language and Acquisition and Learning in the New International 
Community’･････････････････････････････････････････････････････････････Suzuko NISHIHARA（p96-98） 

・第6回研究大会ワークショップ「社会・文化的認知と談話分析の新たな視界」･･････････････････････････片岡邦好 
Workshop in the 6th Congress‘Socio-Cultural Cognitive Perspectives on Discourse Analysis’  

････････････････････････････････････････････････････････････････････Kuniyoshi KATAOKA（p99-101） 
・第6回研究大会ワークショップ「コーパスにもとづく言語科学：現状と将来」････････････････････････････伝康晴 

Workshop in the 6th Congress ‘Corpus-based Linguistic Sciences：Where we are and where we are going’ 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Yasuharu DEN（p102-104） 

・社会言語科学会 夏のワークショップ2000 開催記録･････････････････････････････････････････････事業委員会 
Report on the JASS Workshop in Summer，2000･････････････････････････････････Project Committee（p105） 

 
第4巻 第1号（2001年9月） 
特集：電子社会の言語科学 Special Issue：Linguistic Science in e-Society  
 
巻頭言（Prefatory Note）  
・電子社会の言語科学‐情報技術と言語コミュニケーションの研究‐････････････････････････････････････橋田浩一 

Linguistic Science in e-Society：Information Technology and Studies in Linguistic Communication  
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Koiti HASIDA（p1-4） 

 
■研究論文（Research Papers） 
・A Parallel Learner corpus：Using Computers in a Humanistic Approach to Language Teaching and Research 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Kevin MARK（p5-16） 
パラレル学習者コーパス‐ヒューマニスティックな言語教育と言語研究のためのコンピュータ利用‐ 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ケヴィン・マーク 
・チャットにおけるフロー体験････････････････････････････････････････････････････････････････････羽尻公一郎 

Flow experience on chat system････････････････････････････････････････････････Koichiro HAJIRI（p17-23） 
 
■資料（Short Reports）  
・変化を表す「なる」‐学術論文における現れ方について‐････････････････････････････････････････････池上素子 

A study of “naru”expressing changes‐usage in theses‐･･･････････････････････Motoko IKEGAMI（p24-39） 
・Webページの検索‐ディレクトリサーチサイトの分類法‐････････････････････････････････清水由美子・越山陽子 

Search of Web Pages：Classification of Directory Search Sites 
･････････････････････････････････････････････････････Yumiko SHIMIZU，Yoko KOSHIYAMA（p40-50） 

 
■書評（Book Reviews） 
・談話と計算の出会い（石崎雅人・伝康晴（著）談話と対話）･･････････････････････････････････････････木村大治 

Encounter of Discourse and Computation（Masato Ishizaki，Yasuharu Den“Discourse and Dialogue”） 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Daiji KIMURA（p51-54） 

・インターネット検索の技術を理解するための好著（徳永健伸（著）情報検索と言語処理）･････････････････白井英俊 
Good Introduction to Understanding of Internet Search Methods（Takenobu Tokunaga“Information Retrieval 
and Natural Language Processing”）･･････････････････････････････････････････････Hidetosi SIRAI（p55-57） 

 
■研究論文（Research Papers）  
・複数を表す「たち」と「ら」の使用における選択条件‐シナリオの分析結果を中心として‐･････････････････鄭惠先 
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The use of plural suffixes‘-tachi’ and ‘-ra’：Based on the analysis result of the scenarios  
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Hyeseon JUNG（p58-67） 

・社会と言語を繋ぐ意味について････････････････････････････････････････････････････････････････････徳地慎二

Pragmatic meanings behind contexts･･･････････････････････････････････････････Shinji TOKUCHI（p68-80） 
・接触場面における在日ブラジル人の「聞き返し」とその回避方略･･･････････････････････････････････････尾崎明人 

Use and avoidance of clarification requests by Brazilians in Japanese contact situations 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Akito OZAKI（p81-90） 

・話題にのぼる上位人物に対する敬語運用‐市役所職員を対象にした調査結果から‐････････････････････････姜錫祐

Honorific usage in conversational reference to a senior：Research conducted with City Hall employees 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Suk-woo KANG（p91-102） 

 
■コメント（Comments） 
・“Y．EBATA：A Geolinguistic Study on the Greeting Expressions and Behavior in Japan”へのコメンツ･･･柴田武 

A Comment on “Y．EBATA：A Geolinguistic Study on Greeting Expressions and Behavior in Japan” 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Takeshi SHIBATA（p103-104） 

・柴田博士のコメントに対する回答･･････････････････････････････････････････････････････････････････江端義夫 
A Reply to Dr．Shibata’s Comment･････････････････････････････････････････････Yoshio EBATA（p105-110） 

 
■書評（Book Review） 
・異文化コミュニケーションと社会言語科学（池田理知子・E．M．クレーマー（著）異文化コミュニケーション・入

門）･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････井上逸兵 
Intercultural Communication and Sociolinguistic Sciences（Richiko Ikeda，Eric．M．Kramer“An Introduction 
to Intercultural Communication”）･･･････････････････････････････････････････････Ippei INOUE（p111-114） 

 
■報告（Reports） 
・第7回研究大会シンポジウム「世界の敬語、敬語の世界‐敬意表現の普遍性と特殊性‐」････････････････川口義一 

Symposium in the 7th Congress‘World of KEIGO and KEIGO in the World：Is KEII-HYOGEN Universal or 
Language Specific?’･････････････････････････････････････････････････Yoshikazu KAWAGUCHI（p115-117） 

・第7回研究大会ワークショップ「『不誠実』なコミュニケーション‐アイロニーと欺瞞への心理学的アプローチ‐」 
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････岡本真一郎 

Workshop in the 7th Congress“Insincere”communication：Psychological approaches to irony and deception’ 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････Shinichiro OKAMOTO（p118-122） 

・第7回研究大会ワークショップ「人間を対象にした調査や実験の問題点」･･････････････････････････････荻野綱男 
Workshop in the 7th Congress‘Some topics of the methodology on the surveys and experiments intended for 
human’ ････････････････････････････････････････････････････････････････････Tsunao OGINO（p123-126） 

・社会言語科学会 講習会 2001春 開催記録･････････････････････････････････････････････････････事業委員会 
Report on the JASS Spring School 2001･････････････････････････････････････Project Committee（p127-128） 

 
第4巻 第2号（2002年3月） 
■巻頭言（Prefatory Note）  
・古い革袋，新しい革袋････････････････････････････････････････････････････････････････････････････加藤安彦 

Old bottles，New bottles･･････････････････････････････････････････････････････････Yasuhiko KATO（p1-2） 
 
■研究論文（Research Paper） 
・台湾における言語接触･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････簡月真 

Language Contact in Taiwan････････････････････････････････････････････････････Yuehchen CHIEN（3-20） 
 
■展望論文（Research Overview） 
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・指示的，非指示的意味と文化的実践：言語使用における「指標性」について･････････････････････････････片岡邦好 
Referential／nonreferential meaning and cultural significance：‘Indexicality’in language use  

･････････････････････････････････････････････････････････････････････Kuniyoshi KATAOKA（p21-41） 
・ソビエト全体主義社会の言語に関する社会言語学的研究････････････････････････････････････････････高橋健一郎 

Sociolinguistic Studies on Language in Soviet Totalitarian Society･･････････Kenichiro TAKAHASHI（p42-56） 
・異文化間コミュニケーション研究としての相互作用分析･････････････････････････････････････････････佐々木由美 

Schema-Based Interaction Analysis for Intercultural Communication Studies･････････Yumi SASAKI（p57-69） 
 
■翻訳（Translation）  
・言語とジェンダーの文化：構造，語用，イデオロギーが交差する領域････････････････････････小山亘・徳地慎二（訳） 

Language and the culture of gender：At the intersection of structure，usage，and ideology 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････Michael SILVERSTEIN（p70-107） 

 
■書評（Book Reviews） 
・メディア時代を主体的に生きるために（菅谷明子（著）メディア・リテラシー‐世界の現場から‐）･･･････三宅和子 

Autonomously in the Media（Akiko Sugaya，“Media Literacy：Practical examples from other countries”） 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Kazuko MIYAKE（p108-113） 

・言葉の研究を大きく広げるもの（辻幸夫（編）ことばの認知科学事典）･･･････････････････････････････････無藤隆 
Extending language studies broadly（Yukio Tsuji（Ed．），“A companion to the cognitive science of language”） 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Takashi MUTO（p114-119） 
 
■報告（Reports） 
・第8回研究大会シンポジウム「日本の言語政策‐20世紀の証言と21世紀への提言‐」･･････････････････佐藤和之

Symposium in the 8th Congress ‘Language Policy in Japan - Testimony from the 20th Century and a 
Proposal for the 21st -’ ････････････････････････････････････････････････････Kazuyuki SATOH（p120-130） 

・第8回研究大会ワークショップ「文化・インターアクション・言語の相互関係に関する実証的・理論的研究に向けて」 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････片岡邦好・櫻井千佳子 

Workshop in the 8th Congress‘Toward an empirical and theoretical study on the inter-relationships among 
culture，interaction，and language’ ････････････････Kuniyoshi KATAOKA & Chikako SAKURAI（p131-135） 

・社会言語科学会 2001年秋 講習会開催記録･････････････････････････････････････････････････････事業委員会 
Report on the JASS Autumn School 2001････････････････････････････････････････Project Committee（p136） 

・社会言語科学会 2001年 秋の軽井沢セミナー記録･･･････････････････････････････････････････････事業委員会 
Report on the JASS Autumn Seminar in Karuizawa 2001･････････････････････････Project Committee（p136） 

・徳川宗賢賞選考委員会報告････････････････････････････････････････････････････････････徳川宗賢賞選考委員会 
Report from the Tokugawa Munemasa Award Committee 

･････････････････････････････････････････････････Tokugawa Munemasa Award Committee（p137-139） 
 
第5巻 第1号（2002年9月） 
特集：言語の対人関係機能と敬語 
 
■巻頭言（Prefatory Note） 
・敬語研究の将来性について････････････････････････････････････････････････････････････････････････彭 国躍 

Possibilities of the Study of Politeness･･･････････････････････････････････････････････Guoyue PENG（p1-4） 
 
■研究論文（Research Papers） 
・古代中国語における呼称の社会的変異‐『礼記』言語規範の研究‐･････････････････････････････････････彭 国躍 

Social Variation in Address Terms of Ancient Chinese： - A Study in Language Norms in The Book of Rites - 
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Guoyue PENG（p5-20） 
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・「敬語表現」と「ポライトネス」‐日本語研究の立場から‐ ･･･････････････････････････川口義一，蒲谷宏，坂本恵 
Issues in ‘Politeness’Studies - A Criticism from Japanese Linguistics -･････････････Yoshikazu KAWAGUCHI，

Hiroshi KABAYA，Megumi SAKAMOTO（p21-27） 
・京都市方言・女性話者の談話における「ハル敬語」の通時的考察‐第三者待遇表現に注目して‐･･･････････辻加代子 

A Diachronic Study of Haru-keigo in the Kyoto City Dialect Female Speech： - Focusing on Treatment 
Expressions referring to a Third Person -･･････････････････････････････････････････Kayoko TSUJI（p28-41） 

・西日本言語域における畿内型待遇表現法の特質･･････････････････････････････････････････････････････中井精一 
Characteristics of Kinai-type Treatment Expressions in Western Japan･･････････････Seiichi NAKAI（p42-55） 

・待遇レベル管理からみた日本語母語話者間のポライトネス表示‐初対面会話における「社会的規範」と「個人のスト

ラテジー」を中心に‐･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････三牧陽子 
Politeness between Native Speakers of Japanese as seen through Speech Level Control 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Yoko MIMAKI（p56-74） 
・ポライトネスに応じた言語形式と人間関係の認知‐中国人ならびに台湾人留学生と日本人母語話者との比較の視点か

ら‐････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････山口和代 
The Recognition of Speech Styles and Social Distance related to Politeness： - Focusing on Expressions used by 
Foreign Students from China and Taiwan and Native Japanese - ･･･････････Kazuyo YAMAGUCHI（p75-84） 

・シンハラ語の待遇表現をめぐって･･････････････････････････････････････････････････････････････････花田康紀 
On Shinhala Honorific and Vulgar Expressions･･･････････････････････････････Yasutoshi HANADA（p85-93） 

 
■書評（Book Reviews） 
・ポライトネス研究の多次元的な枠組みをめざして････････････････････････････････････････････････････熊谷智子 

Toward a Multidimensional Framework of Politeness Studies（Mayumi Usami“Discourse Politeness in 
Japanese Conversation：Some Implications for a Universal Theory of Politeness”） 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Tomoko KUMAGAI（p94-100）  

・ポライトネスに関する対照語用論的研究････････････････････････････････････････････････････････････西原鈴子 
A Study of Politeness in the Context of Cross-Cultural Pragmatics （ Saeko Fukushima “ Requests and 
Culture：Politeness in British English and Japanese”）･････････････････････Suzuko NISHIHARA（p101-104） 

 
■研究論文（Research Papers） 
・携帯メールにおける文字表記の特徴とその影響･･････････････････････････････････････････････････････笹原宏之 

Characteristics of and the Influence of Orthography on Cell-phone E-mail･･･Hiroyuki SASAHARA（p105-116） 
・言語変化に対する意識と行動の比較研究‐「ら抜き言葉」を例として‐･････････････････････････････････辛昭静 

A Comparison of Expressed Attitudes toward Language Change and Actual Usage - The Case of ‘Ra-nuki’
Verbs（Innovative Potential Forms） - ･･･････････････････････････････････････････Sojung SHIN（p117-128） 

   
■書評（Book Reviews）  
・日本在住日英語バイリンガルファミリー二言語使用状況の研究････････････････････････････････････････西村美和 

A Study of the Use of Japanese and English in Bilingual Families residing in Japan（Masayo Yamamoto
“Language Use in Interlingual Families：A Japanese-English Sociolinguistic Study”） 

････････････････････････････････････････････････････････････････････Miwa NISHIMURA（p129-134） 
・学び手の視点からの第二言語発達過程･･････････････････････････････････････････････････････岡崎眸，池田玲子 

Second language Development Processes from the Learner Perspective（Amy Snyder Ohta“Second Language 
Acquisition Processes in the Classroom”）･･････････････････････Hitomi OKAZAKI，Reiko IKEDA（p135-144） 

 
■報告（Reports）  
・第8回研究大会ワークショップ「日本語と他言語の使い分け」･･･････････････ダニエル・ロング，金美善，申昌洙，

陳天璽，宮本一郎，エレン・ナカミズ 
Workshop in the 8th Congress‘Workshop： Switching between Japanese and other Languages’ 
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･･････････････････････････････････････････････････････Daniel LONG，KIM Miseon，SHIN Changsu， 
CHEN Tien-shi，Ichiro MIYAMOTO，Ellen NAKAMIZU（p145-150） 

・第9回研究大会シンポジウム「コミュニケーションのマルチ・チャンネル・アプローチ」････････････････大坊郁夫

Symposium in the 9th Congress ‘Multi-channel approach to Communication Study’ 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Ikuo DAIBO（p151-155） 

・第9回研究大会ワークショップ「言語と社会的関係：言語使用におけるイデオロギーと指標性の諸側面について」 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････片岡邦好，櫻井千佳子 

Workshop in the 9th Congress “Language and Social Relations： Aspects of Ideology and Indexicality in 
Language Use”･････････････････････････････････････Kuniyoshi KATAOKA，Chikako SAKURAI（p156-159） 

・第9回研究大会ワークショップ「メディア・ディスコースにおけるアイデンティティーの構築」･･･････････佐藤彰 
Workshop in the 9th Congress ‘Construction of Identity in Media Discourse’･･･････Akira SATOH（p160-163） 

 
第5巻 第2号（2003年3月） 
■巻頭言（Prefatory Note）  
・実験のすゝめ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････片桐恭弘 

Encouragement of Experiments･･･････････････････････････････････････････････Yasuhiro KATAGIRI（p1-2） 
 
■研究論文（Research Papers） 
・現職日本語教師の抱く日本語教師職イメージ････････････････････････････････････････････････････････八木公子 

Occupational Images held by Instructors of Japanese as a second language･････････････Kimiko YAGI（p3-19） 
・非親族への呼称使用に関する日韓対照研究････････････････････････････････････････････････････････････林炫情 

A Contrastive study on the use of the address terms for non-kinship in Japanese and Korean  
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Hyunjung LIM（p20-32） 

・古代中国語における＜死亡＞の社会的変異‐『史記』言語運用の研究‐･････････････････････････････････彭 国躍 
The social variation of Death in ancient Chinese：An investigation of language use in The General History of 
China･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Guoyue PENG（p33-47） 

・言語使用と社会的価値観‐中国人夫婦の呼称を中心に‐･････････････････････････････････････････････････曹偉琴 
Language use and social values：Using forms of address between married couples in China  

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Weiqin CAO（p48-57） 
・用法に地域差が伴う言語表現に対する相互評価‐関東と関西の比較‐ ･････････････････････････････････尾崎喜光 

Mutual evaluation of linguistic expressions that vary in usage according to region：Comparison between Kanto 
‘Eastern Japan’and Kansai‘Western Japan’････････････････････････････････Yoshimitsu OZAKI（p58-73） 

   
■書評（Book Review） 
・新たなる方言研究への期待とその潮流（室山敏昭（著）『「ヨコ」社会の構造と意味』）･･･････････････････中井精一

New ways of studying dialects：prospects and current trends（Toshiaki Muroyama“The structure and meaning 
of the ‘horizontal’”）････････････････････････････････････････････････････････････Seiichi NAKAI（p74-80） 

 
■報告（Reports） 
・第10回研究大会ワークショップ「ヨーロッパから見た『ポライトネス』」････････････････････････････岡本能里子 

Workshop in the 10th Congress：‘Politeness’from European Perspectives････････Noriko OKAMOTO（p81-85） 
・第10回研究大会ワークショップ「会話分析の可能性：『学習』の捉え直し」･･････････････････････････････西阪仰 

Workshop in the 10th Congress：the potential of Conversation Analysis：Reconceptualization of learning  
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Aug NISHIZAKA（p86-89） 

・徳川宗賢賞選考委員会報告････････････････････････････････････････････････････････････徳川宗賢賞選考委員会 
Report from the Tokugawa Munemasa Award Committee･･Tokugawa Munemasa Award Committee（p90-92） 

 
第6巻 第1号（2003年9月） 
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特集：コミュニケーションの社会言語科学 Special Issue：Sociolinguistic Sciences of Communication 
 
■巻頭言（Prefatory Note） 
・コミュニケーションの社会言語科学･･････････････････････････････････････････････････････････････････沖裕子 

Sociolinguistic Sciences of Communication･････････････････････････････････････････････Hiroko OKI（p1-5） 
   
■特別寄稿（Special Contribution） 
・発達心理学からみたコミュニケーションの発達と音声言語教育･･････････････････････････････････････････無藤隆 

Communication development and oral speech education viewed from developmental psychology  
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Takashi MUTO（p6-18） 

 
■研究論文（Research Papers） 
・コンテクスト化の資源としての呼称‐言語とコミュニケーションの生態学への試論‐････････････････････井上逸兵 

Address Terms as Resources of Contextualization： Toward an Ecology of Language and Communication 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Ippei INOUE（p19-28） 

・意味することにおける意図と規約‐コミュニケーションに関する理論社会学的関心からの一考察‐･･････････辻大介

Reconsidering Communicative Intention and Convention in Meaning from the Viewpoint of Theoretical 
Sociology･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Daisuke TSUJI（p29-39） 

・イデオロギー闘争としてのコミュニケーション‐スターリンと H．G．ウェルズの対談におけるイデオロギーと語り

の戦略‐･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････高橋健一郎 
Communication as Ideological Struggles： Ideology and Narrative Strategies in a Conversation between Stalin 
and H．G．Wells････････････････････････････････････････････････････････Kenichiro TAKAHASHI（p40-51） 

・The Organization and Functions of Laughter in a Japanese Face-to-Face Interaction････････････Tomoko IKEDA 
日本語対面状況における笑いの構造と機能･･････････････････････････････････････････････池田智子（p52-60） 

・会話における「ダカラ」の機能拡張‐文法機能と談話機能の接点‐･･･････････････････････････････････小西いずみ 
The Function Extension of dakara in Japanese Conversation･･････････････････････Izumi KONISHI（p61-73） 

・古代語と現代語の動詞基本形終止文‐古代語資料による「会話文」分析の問題点‐･････････････････････土岐留美江 
Non-auxiliary verb sentences in ancient and modern Japanese texts - Problems in the analysis of ancient 
Japanese‘conversational’material -････････････････････････････････････････････････Rumie TOKI（p74-88） 

・非母語話者と母語話者の日常コミュニケーションにおける言語学習の成立･･････････････････････････････細田由利 
Language Learning in Ordinary Communication between Native Speakers and Nonnative Speakers  

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Yuri HOSODA（p89-98） 
・日本の理系大学院で学ぶ留学生の専門日本語コミュニケーション･･････････････････････････････････････村岡貴子 

Technical Japanese Communication in a Japanese Graduate School of Science･･Takako MURAOKA（p99-111） 
・コミュニケーションからみた勧誘のしくみ‐日本語教育の視点から‐ ･･･････････････････････････････････鈴木睦 

The Structure of kan’yu in Communication： From a Viewpoint of Japanese Language Teaching 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Mutsumi SUZUKI（p112-121） 

 
■展望論文（Research Overview） 
・社会心理学からみたコミュニケーション研究‐対人関係を読み解く‐･･････････････････････････････････大坊郁夫 

Communication studies by a social psychological approach： Interpreting interpersonal relationships 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Ikuo DAIBO（p122-137） 

・日本語教授法に関する議論の流れについて‐コミュニカティブ・アプローチの現在‐･･･････････････････澤田田津子

Why is there so little active discussion about teaching methods in the field of Japanese Language Education? 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Tazuko SAWADA（p138-148） 

■資料（Short Reports） 
・近代英和辞書における communicationの訳語について･･･････････････････････････････････････････････中川美和 

On the translation of ‘communication’in English-Japanese dictionaries at the end of 19th century 
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･･････････････････････････････････････････････････････････････････Miwa NAKAGAWA （p149-152） 
・断る場面における「ノダ」文と「것 같다」（geos gata）文について‐それらのつかない文との印象比較‐････元智恩 

On noda sentences and geos gata sentences in refusal situations - A comparison of the impression with the 
sentences where noda and geos gata forms are not used - ･･･････････････････････････Jieun WON（p153-162） 

   
■書評論文（Review Article） 
・In search of an optimal approach towards stylistic variation （Eckert，Penelope and Rickford，John．（Eds．） “Style 

and Sociolinguistic Variation”）･･･････････････････････････････････････････････････････････Yoshiyuki ASAHI 
スタイル変異を捉える最適の方法を求めて（Eckert，Penelope and Rickford，John．（Eds．）“Style and 
Sociolinguistic Variation”）･･･････････････････････････････････････････････････････････朝日祥之（p163-168） 

 
■報告（Reports） 
・第 11 回研究大会ワークショップ メディア化された言語‐メディア上の言語を対象とした研究の分析アプローチの

諸相‐･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････三宅和子 
Workshop in the 11th Congress Mediated Language： Research approaches to language use in the mass media 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Kazuko MIYAKE（p169-173） 
・第2期学会誌編集委員会の編集の過程･･････････････････････････････････････････････････････学会誌編集委員会 

Report on the Process of Editorial Committee･･････････････････････････････Editorial Committee（p174-176） 
 
第6巻 第2号（2004年3月） 
■巻頭言（Prefatory Note） 
・周辺的な研究と応用的な研究の協力････････････････････････････････････････････････････････････････野田尚史 

Collaborations between Circumferential and Applied Studies･････････････････････････Hisashi NODA（p1-2） 
 
■特別寄稿（Special Contribution） 
・進化心理学と文化心理学は共存しうるか････････････････････････････････････････････････････････波多野誼余夫 

Are evolutionary psychology and cultural psychology compatible?････････････････････Giyoo HATANO（p3-11） 
 
■研究論文（Research Papers） 
・母語話者による場面に応じたスピーチスタイルの使い分け･･････････････････････････････････････････伊集院郁子 

A Comparison of Speech Style Adaptation between Native Situations and Contact Situations 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Ikuko IJUIN（p12-26） 

・日韓断り談話におけるポジティブ・ポライトネス・ストラテジー･････････････････････････････････････････任炫樹 
Positive politeness strategy of the Japanese-Korean refusal discourse････････････････YIM Hyun Soo（p27-43） 

・親しい友人同士の会話におけるポジティブ・ポライトネス‐「遊び」としての対立行動に注目して‐ ･････大津友美 
Positive Politeness in Conversation between Close Friends - Focusing on Communication Behavior in Playful 
Conflict -･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Tomomi OTSU（p44-53） 

   
■ショートノート（Short Note）  
・ドイツにおける外国人児童生徒に対する「母語」教育の実際‐NRW州におけるトルコ語の「母語授業」を例に‐ 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････梁井久江 
The state of “Mother Tongue”teaching for foreign schoolchildren in Germany - A case study of the “Mother 
Tongue Instruction”in Turkish in Northrhine-Westphalia - ･･････････････････････････Hisae YANAI（p54-65） 

   
■書評（Book Review） 
・学校の中の待遇表現（『学校の中の敬語 1‐アンケート調査編』国立国語研究所報告 118（2002）『学校の中の敬語 2
‐面接調査編』国立国語研究所報告120（2003））･･･････････････････････････････････････････････････川口義一 

Politeness Strategies in Japanese Schools（The National Institute for Japanese Language“Honorifics in 
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Japanese Schools 1：Research from Questionnaire（2002）Honorifics in Japanese Schools 2：Research from 
Interviews（2003）”）･･･････････････････････････････････････････････････Yoshikazu KAWAGUCHI（p66-73） 

 
■報告（Report）  
・第12回研究大会シンポジウム「環太平洋地域に残存する日本語をめぐって」･･･････････････････････････真田信治 

Symposium in the 12th Congress‘On the Remnants of Japanese in the Pacific Rim’  
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Shinji SANADA（p74-79） 

 
第7巻 第1号（2004年9月） 
特集：方言 
 
■巻頭言（Prefatory Note）  
・特集「方言」の持つ意義･････････････････････････････････････････････････････････････････････････田中ゆかり 

Feature：The meaning which “regional dialect”research has････････････････････････Yukari TANAKA（p1-2） 
 
■展望論文（Research Overview） 
・パーソナル・コンピュータを活用した韓・日方言資料の地図作製現況･････････････････････････････････････李相揆 

Present State and Prospect for study on Korean-Japanese Language Map Making･････LEE Sang Gyu（p3-18） 
 
■研究論文（Research Papers） 
・標準語使用率と鉄道距離にみるコミュニケーションの地理的要因･･････････････････････････････････････井上史雄 

Geographical Factors of Communication on the Basis of Usage Rate of the Standard Japanese Forms and 
Railway Distance･･･････････････････････････････････････････････････････････････Fumio INOUE（p19-29） 

・新潟県阿賀北地域における語中・尾ガ行音･･････････････････････････････････････････････････････････大橋純一 
Study of “G”Sound Pronunciation in Mid-words，and Endings in the Agakita Region，Niigata Prefecture，
Japan･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Jun-ichi OHASHI（p30-40） 

・日本語諸方言比較による幼児のアクセント獲得と生育環境アクセントとの関係･･････････････････････････白勢彩子 
Acquisition of lexical accent by children and characteristics of accent distribution of Japanese dialects  

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Ayako SHIROSE（p41-50） 
・格助詞相当形式コト・トコ類の文法化の地域差･･････････････････････････････････････････････････････日高水穂 

The Regional Distinction of the Grammaticalization of the Case-Markers -KOTO/-TOKO 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Mizuho HIDAKA（p51-62） 

・富山・金沢方言における形容詞の副詞化接辞「ナト・ラト」と「ガニ」･･････････････････････････････小西いずみ 
Suffixes -NATO/RATO and -GANI in the Toyama and Kanazawa Dialects ： A Case Study of 
Grammaticalization･･･････････････････････････････････････････････････････････Izumi KONISHI（p63-74） 

・奄美諸島方言の世代間変容‐場面設定の対話資料による‐･･････････････････････････････････････････････町博光 
The Language Transformation of Amami Islands Dialect････････････････････････Hiromitsu MACHI（p75-83） 

・関西方言・関西的コミュニケーションの広がりが意味するもの･･････････････････････････････友定賢治・陣内正敬 
On the diffusion of the Kansai dialect and the Kansai way of speaking among youth in Japan  

････････････････････････････････････････････････Kenji TOMOSADA，Masataka JINNOUCHI（p84-91） 
・コミュニケーション意識と敬語行動にみるポライトネスの地域差・世代差･･････････････････････････････吉岡泰夫 

Regional and generational variation of politeness observed in communication consciousness and honorific 
behaviour： - Comparison of native speakers from metropolitan areas and Osaka –  

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Yasuo YOSHIOKA（p92-104） 
 
■ショートノート（Short Note） 
・アクセサリーとしての現代方言･･････････････････････････････････････････････････････････････････････小林隆 

Contemporary Dialect：Accessories of the language････････････････････････Takashi KOBAYASHI（p105-107） 
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■エッセイ（Essay） 
・ケセン語を拓く･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････山浦玄嗣 

Kesenese Renaissance･････････････････････････････････････････････････Harutsugu YAMAURA（p108-119） 
 
第7巻 第2号（2005年3月） 
■巻頭言（Prefatory Note） 
・価値ある実証的な研究の促進･･････････････････････････････････････････････････････････････････････大坊郁夫 

Facilitation of valuable empirical studies･･････････････････････････････････････････････Ikuo DAIBO（p1-2） 
 
■研究論文（Research Papers） 
・対面コミュニケーションにおける相互行為的視点‐ジェスチャー・視線・発話の協調‐･････････坊農真弓・片桐恭弘 

Interactive viewpoint in face-to-face interactions：coordination of gesture，gaze and speech  
･･････････････････････････････････････････････････････Mayumi BONO，Yasuhiro KATAGIRI（p3-13） 

・商標の普通名称化問題における言語学的論点‐ウォークマン事件を題材に‐･･････････････････････････首藤佐智子 
A Linguistic Analysis of Trademark Genericization：A Study of the Austrian Walkman Decision 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Sachiko SHUDO（p14-24） 
・日常会話に起こるナラティブの協働形成‐理論構築活動としてのナラティブ･････････････････････････････西川玲子 

Collaborative formation of conversational narratives：Narrative as a theory-building activity  
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Reiko NISHIKAWA（p25-38） 

・“聞いたのはこちらなのに…”‐外国人と身体障害者に対する「第三者返答」をめぐって‐････オストハイダ・テーヤ

“3rd person response”as a form of overaccommodation： An example of inappropriate communication 
behaviour towards foreign and physically handicapped people･･･････････････････Teja OSTHEIDER（p39-49） 

・大阪府を中心とした関西若年層における卑語形式「ヨル」の表現性‐関係性待遇と感情性待遇の観点からの分析‐ 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････西尾純二 

The nature of YORU，the auxiliary verb of the minus treatment expression used by young people in the Kansai 
region，centering on Osaka： from the viewpoints of relational treatment and emotional treatment  

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Junji，NISHIO（p50-65） 
・韓国における接客言語行動に関する事例研究‐文末形式選択のダイナミックス‐ ･････････････････････････金美貞 

A case study of language behavior in service encounters in Korea： the dynamics of choice in sentence final 
forms････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Mijeong KIM（p66-77） 

・日英のターン交替と相づち使用の実相‐日本人学生とニュージーランド学生の比較を通して‐大浜るい子・西村史子

Turn-allocation and backchannels in Japanese and English conversation： A comparison between Japanese 
and New Zealand students･････････････････････････････Ruiko OHAMA and Fumiko NISHIMURA（p78-87） 

・「ほめ」の意図と目上への応答について‐シナリオ談話における待遇コミュニケーションとしての調査から‐大野敬代 
The intent of praise and the reply for superiors： Analysis of the communication politeness in scenario 
discourse･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Noriyo OHNO（p88-96） 

 
第8巻 第1号（2005年9月） 
■巻頭言（Prefatory Note） 
・日本語と韓国語・朝鮮語をめぐって･････････････････････････････････････････････････････････任榮哲・生越直樹 

On the Japanese and Korean Languages･･････････････････････････YIM Young Cheol，Naoki OGOSHI（p1-4） 
 
■展望論文（Research Overview） 
・The Current State-of-the Art in Sociolinguistic Studies in Korea･･････････････････････････････HWANG Sunhae 

韓国における社会言語学研究の現況････････････････････････････････････････････････････････黄善蕙（p5-17） 
 
■研究論文（Research Papers） 
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・中国朝鮮族の継承語維持方略と日本語教育･･････････････････････････････････････････････････････････本田弘之 
Language Maintenance Strategies of Ethnic Koreans in Heilongjiang Province and Japanese-Language 
Education･･･････････････････････････････････････････････････････････････････Hiroyuki HONDA（p18-30） 

・中国朝鮮語における呼称の通時的考察‐役職名を中心に‐･･････････････････････････････････････････････孫蓮花 
A Diachronic Study of Korean Address Terms in China： With a Special Reference to Titles 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････SUN Lianhua（p31-42） 
・二言語の能力とコード・スイッチング‐韓国系民族学校の高校生を対象として‐ ･･･････････････････････吉田さち 

Bilingual Proficiency and Code-switching Patterns among South Korean High School Students in Japan 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Sachi YOSHIDA（p43-56） 

・中国延辺朝鮮語の聞き手待遇について‐「하오hao体」を中心に‐･････････････････････････････････････千惠蘭 
Hearer-Honorific Expressions in Yanbian Korean： A Case Study of the Form Hao･････QIAN Hui-lan（p57-68） 

・話題導入における日韓のポライトネス・ストラテジー比較‐日本と韓国の大学生初対面会話資料を中心に‐奥山洋子 
A Comparison of Japanese and Korean Politeness Strategies in Topic Initiation： Based on Initial Interaction 
Data between Japanese and Korean College Students････････････････････････････Yoko OKUYAMA（p69-81） 

・日本語と韓国語の役割語の対照‐対訳作品から見る翻訳上の問題を中心に‐･･････････････････････････････鄭惠先 
A Contrastive Study of Role Language in Japanese and Korean： Original and Translated Manga 

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････JUNG Hyeseon（p82-92） 
・会話における話題の選択‐若年層を中心とする日本人と韓国人への調査から･････････････････熊谷智子・石井恵理子

Preferences in Conversational Topic： A Survey of Japanese and Koreans Focusing on the Younger Generation 
･･････････････････････････････････････････････････････････Tomoko KUMAGAI，Eriko ISHII（p93-105） 

・依頼行動と感謝行動の＜関係＞に関する日韓対照 ･･･････････････････････････････････････････････････尾崎善光 
The Relationship between Requesting and Thanking Behavior： A Contrastive Study of Japan and Korea 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････Yoshimitsu OZAKI（p106-119） 
・日本人の母語と韓国人の日本語学習者の日本語の比較‐「正しいと思う言い方」と「普段の言い方」を中心に‐ 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････魚秀禎 
Comparison of Japanese as a Native Language and a South Korean Student’s Japanese： Focusing on 
“Speaking ‘Correctly’”and “Speaking ‘Normally’”･････････････････････････････EO Soojeong（p120-131） 

 
■ショートノート（Short Notes） 
・日本語学習者の携帯メールにおける「カタカナ韓国語」へのコードスイッチング･･･････････････････････中西久美子 

Japanese Learners’Code-switching from Katakana-Korean to Japanese in Mobile Phone E-mails 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････Kumiko NAKANISHI（p132-138） 

・中国朝鮮語の規範問題････････････････････････････････････････････････････････････････････････････宮下尚子 
On the Standardization of Chinese Korean･････････････････････････････････Naoko MIYASHITA（p139-150） 

 
■研究論文（Research Papers） 
・台湾における「国語」と「方言」の併用とその機能的共存‐台湾中国語と台湾閩南語のバイリンガルの一例‐陳麗君

Functional Distinctions of Bilingualism：A Case Study of Taiwanese Mandarin and Taiwanese  
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Tan Le-kun（p151-165） 

・接触場面の非対称性を克服する会話管理的方略･･････････････････････････････････････････････････････西條美紀 
Conversation Management Strategies for Overcoming Asymmetries in Dialogue between Learners and Native 
Speakers of Japanese････････････････････････････････････････････････････････････Miki SAIJO（p166-180） 

・会話参加者間の社会的関係による感動詞の音声的特徴‐応答における「あ」のバリエーション･･･････････････須藤潤

The Influence of Social Relationships on the Phonetic Features of Interjections： The Japanese Interjection “a”
in Response Utterances･･･････････････････････････････････････････････････････････Jun SUDO（p181-193） 

・親しい友人同士の雑談におけるナラティブ‐創作ダイアログにおけるドラマ作りに注目して‐････････････大津友美

Narrative in Conversations between Close Friends： Dramatization through Constructed Dialogue 
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Tomomi OTSU（p194-204） 



 17

 
第8巻 第2号（2006年3月） 
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・大学教育と学会活動の調和を求めて････････････････････････････････････････････････････････････････阿部圭子 

The Quest for a Balanced Relationship between University Education and the Activities Within the Academic 
Society･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Keiko ABE（p1-2） 

   
■研究論文（Research Papers）  
・インドネシア華人社会における言語使用の実態････････････････････････････････････････････････････････松尾慎

Language Use in Chinese-Indonesian Communities････････････････････････････････Shin MATSUO（p3-17） 
・友人からのメールに顔文字が付与される頻度が顔文字から受信者が受ける印象に与える影響･･･････荒川歩，中谷嘉男，

サトウタツヤ 
Emails with Emoticons Received from friends： The Relationship between Their Frequency and the 
Impressions They Make････････････････････Ayumi ARAKAWA，Yoshio NAKATANI，Tatsuya SATO（p18-25） 

・韓国語学習者の日本人と在日韓国人との意識の相違‐韓国語・韓国・韓国人イメージと学習要因に着目して‐金由那

Images of Korea，the Korean Language and the Korean People： Differences in the Consciousness of Japanese 
and Koreans-in-Japan Studying the Korean Language････････････････････････････････KIM Youna（p26-42） 

・謝罪表明義務感‐日本と台湾の対照研究‐････････････････････････････････････････････････････････････鄭加禎 
Apology Consciousness： A Comparative Study of Japanese and Taiwanese･･･････CHENG Chiachen（p43-52） 

・日韓の「不満表明」に関する一考察‐日本人学生と韓国人学生の比較を通して‐･･････････････････････････李善姫 
Complaints Expressed by Japanese and Korean Native Speakers： A Comparison between Japanese and 
Korean Students･････････････････････････････････････････････････････････････････LEE Sun-hee（p53-64） 

 
■資料（Short Report）   
・ワンマンバスの案内放送に関する地域差の調査報告･･････････････････････････････････････････････････清水誠治 

Regional Differences in Announcements on Buses without Conductors･････････Masaharu SHIMIZU（p65-71） 
 
第9巻 第1号（2006年9月） 
特集：実験による言語行動の研究 Special Issue： Investigating Verbal Behaviour with Experiments   
■巻頭言（Prefatory Note） 
・実験による言語行動の研究･･････････････････････････････････････････････････････････････････････岡本真一郎 

Investigating Verbal Behaviour with Experiments････････････････････････････Shinichiro OKAMOTO（p1-3） 
 
■展望論文（Research Overview） 
・研究者と参加者の社会的認知とコミュニケーション･･････････････････････････････････････････････････････岡隆 

Social Cognition and Communication between Researchers and their Research Participants 
･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････Takashi OKA（p4-15） 

 
■研究論文（Research Papers）  
・文字コミュニケーションにおける異体字の選好と親近度：再検査法による信頼性の検討･････････横山詔一・笹原宏之・

富山日出夫 
Preference and Familiarity of Kanji Variants in Japanese Reading and Writing Communication： 
Measurement of Reliability with Retest Method････････････････Shoichi YOKOYAMA，Hiroyuki SASAHARA，    

Hideo TOUYAMA（p16-26） 
・手がかり情報の相違が二者間会話に対する印象に及ぼす影響･･････････････････････････････････････････小川一美 

The Influence of Cue Information on Impression Formation of Dyadic Conversations  
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････Kazumi OGAWA（p27-36） 

・会話中の不一致メッセージが受信者の帰属，感情，行動に与える影響････････････････････････････････佐々木美加 
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The Impact of the Verbal-nonverbal Inconsistency on Receiver Attributions，Affective Responses，and 
Behaviors in Conversation･････････････････････････････････････････････････････Mika U．SASAKI（p37-47） 

・小集団会話における話者の発言傾向を規定する3要素････････････････････････････････････････藤本学・大坊郁夫 
Three Elements Defining the Utterance Patterns of Speakers in Small-Group Conversations  

･････････････････････････････････････････････････････････Manabu FUJIMOTO，Ikuo DAIBO（p48-58） 
 
■ショートノート（Short Note）  
・強調語と疑念が発言内容の欺瞞性認知に及ぼす影響････････････････････････････････････････････････村井潤一郎 

The Effects of Intensifiers and Suspicion on Perceived Deceptiveness of Verbal Messages 
･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Jun’ichiro MURAI（p59-66） 

 
■報告（Report）   
・第3期学会誌編集委員の活動･･････････････････････････････････････････････････････････････学会誌編集委員会 

Report on the Activities of the Editorial Committee････････････････････････････Editorial Committee（p67-68） 
 
第9巻 第2号（2007年3月） 
■巻頭言（Prefatory Note） 
・S先生との話････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････永瀬治郎 
  A Dialog with Professor S．･･････････････････････････････････････････････････････････Jiro NAGASE（p1-2） 
 
■研究論文（Research Papers） 
・文末形式のジェンダーが話者についての印象に及ぼす影響････････････････････････････････････････････有泉優里 
  Effects of Gender-Differentiated Sentence Endings on Impressions of the Speaker･･･Yukari ARIIZUMI（p3-16） 
・日本語におけるターン構成単位の認知メカニズム････････････････････････････････････････････････････榎本美香 
  The Cognitive Mechanism of the Completion of Turn-Constructional Units in Japanese Conversation 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････Mika ENOMOTO（p17-29） 
・若年層男女にみる発話末の表現形式と韻律‐説明場面における普通体会話の場合‐････林明子・西沼行博・谷部弘子 
  A Syntactic and Prosodic Analysis of Utterance Final Segments: in Explanation-Giving Dialogues among 

Young Japanese･･････････････････････････Akiko HAYASHI，Yukihiro NISHINUMA，Hiroko YABE（p30-40） 
・対韓国人談話場面における延辺朝鮮族の言語行動･･････････････････････････････････････････････････････全永男 
  Verbal Behavior of Yanbian Ethnic Koreans in Conversational Scenes toward South-Koreans 

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････QUAN Yong Nan（p41-52） 
・継承語学習者は言語をいかに捉えているか･･････････････････････････････････････････････････････････竹口智之 
  How do Heritage Language Learners Perceive their Language?････････････Tomoyuki TAKEGUCHI（p53-64） 
・聴取実験に基づく講演音声の印象評定データの構築とその分析･･･････････籠宮隆之・山住賢司・槙洋一・前川喜久雄 
  Development and Analysis of a Psychological Evaluating Database of Public Speaking 

･････････････････Takayuki KAGOMIYA，Kenji YAMASUMI，Yohichi MAKI，Kikuo MAEKAWA（p65-76） 
・話し合いへの印象に影響を及ぼす会話行動：プロの司会者と素人の印象評定の比較および話し合いの相互行為過程の

分析･････････････････････････････････････････････････････水上悦雄・森本郁代・大塚裕子・鈴木佳奈・井佐原均 
  Perticipants’Behavior Affecting Impressions on Group Discussion：a Comparison between Professionals’and 

Nonprofessionals’Viewpoints toward the Interactional Process of Focus Group Interviews 
･･Etsuo MIZUKAMI，Ikuyo MORIMOTO，Hiroko OTSUKA，Kana SUZUKI，Hitoshi ISAHARA（p77-92） 

 
■書評（Book Reviews） 
・串田秀也『相互行為秩序と会話分析‐「話し手」と「共-成員性」をめぐる参加の組織化』････････西阪仰・西澤弘行 
  Shuya Kushida．Interaction Order & Conversation Analysis．2006． 

･･････････････････････････････････････････････････Aug NISHIZAKA，NISHIZAWA Hiroyuki（p93-101） 
・Frederick Erickson． TALK AND SOCIAL THEORY:：Ecologies of Speaking and Listening in Everyday Life．
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2004．･･･････････････････････････････････････････････････････････････････Domenic BERDUCCI（p102-105） 
 
■報告（Reports） 
・第13回研究大会ワークショップ「多人数会話における話者交替再考‐参与構造とノンバーバル情報を中心に‐」 
    ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････高梨克也 
  Workshop in the 13th Congress：Reconsidering Turn-Taking System in Multiparty Conversation：Focusing on 

Participation Framework and Non-Verbal Behaviors･･････････････････････Katsuya TAKANASHI（p106-111） 
・第13回研究大会ワークショップ「変異理論は「相関主義的」か？‐言語変異理論の新たな展開‐」･･･････太田一郎 
  Workshop in the 13th Congress：Is Variation Theory Always Seeking Correlations? -Recent Trends in 

Approaching Language Variation-･･････････････････････････････････････････････････Ichiro OTA（p112-116） 
・第14回研究大会ワークショップ「ことばのバリエーションをつかまえる：分析ツールとしてのVERBRULプログラ 
ムの活用法と隣接分野への応用」･･･････････････････････････････････････････････････････････････････高野照司 

  Workshop in the 14th Congress：Capturing Linguistic Variation：The Utility of the VARBRUL Program as an 
Analytical Tool and Its Application to Adjacent Areas････････････････････････････Shoji TAKANO（p117-121） 

・第14回研究大会ワークショップ「日本語会話におけるターンの構築」･････････････････････････････････高木智世 
  Workshop in the 14th Congress：Turn Construction in Japanese Conversation････Tomoyo TAKAGI（p122-126） 
・第15回研究大会シンポジウム「媒介行為としてのインタープリテーション‐人・作品・自然‐」･････････平賀正子 
  Symposium in the 15th Congress：Interpretation as a Mediatory Act：Mediation between People，Text，and 

Nature････････････････････････････････････････････････････････････････････Masako HIRAGA（p127-129） 
・第16回研究大会ワークショップ「日本語会話におけるWH質問‐応答連鎖」･･････････････････････････串田秀也 
  Workshop in the 16th Congress：WH Question-Answer Sequence in Japanese Conversation 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････Shuya KUSHIDA（p130-134） 
・第16回研究大会ワークショップ「国会会議録はどれほど発言に忠実か？‐整文化の実態を探る‐」･････松田謙次郎 
  Workshop in the 16th Congress：How Faithful Are the Minutes of the National Diet to the Original 

Statements?･････････････････････････････････････････････････････････････Kenjiro MATSUDA（p135-138） 
・第16回研究大会ワークショップ「共にあること・通じあうこと‐言語人類学への招待」･･･････････････武黒麻紀子 
  Workshop in the 16th Congress：Being together，Understanding Each Other：An Introduction to Linguistic 

Anthropology･･･････････････････････････････････････････････････････････Makiko TAKEKURO（p139-142） 
・第18回研究大会ワークショップ「解放的語用論の展開に向けて：その基本理念と応用」･････････････････片岡邦好 
  Workshop in the 18th Congress：Towards the Establishment of Emancipatory Pragmatics：Principles and 

Applications･･･････････････････････････････････････････････････････････Kuniyoshi KATAOKA（p143-147） 
・第18回研究大会ワークショップ「新しい音声バリエーションの研究：日本における社会音声学の確立をめざして」 

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････二階堂整 
  Workshop in the 18th Congress：New Vistas in Phonetic Variation Research：Towards the Foundation of 

Japanese Sociophonetics･･･････････････････････････････････････････････････Hitoshi NIKAIDO（p148-153） 
・第18回研究大会ワークショップ「多人数インタラクションの多様性とダイナミズム‐多人数インタラクションでは 
何が多くなるのか？」･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････榎本美香 

  Workshop in the 18th Congress：Variety and Dynamism of Multi-Party Interaction：What is Increased in 
Multi-Party Interaction：What is Increased in Multi-Party Interaction･･････････Mika ENOMOTO（p154-158） 

 


